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遺構の配置ということに着眼して分析、考察を行った。 「松山窯跡出土陶磁器の偏光顕微鏡観察」 

 分析は遺跡の発掘報告書や遺構図に基づき、トイレ遺構が

他の遺構とどのような位置関係にあるかを読み取った。分析

の対象とした遺跡は一乗谷朝倉氏遺跡と、妙楽寺遺跡、堺環

濠都市遺跡で、ほぼ同時期の 3遺跡である。トイレ遺構を他
の遺構との位置関係により建物裏、道路沿いといったように

分類を行った。その結果、遺跡によってトイレが配置される

位置の傾向に違いがあるということがわかった。 

 

 その結果を基に衛生面、糞尿利用、景観といった点でそれ

ぞれの遺跡を比較しながら考察を行った。遺跡により配置場

所の割合が違うということから、それぞれ優れていたであろ

う点や積極性があったであろう点を考察することができた。 
 

堺環濠都市遺跡SKT60地点 

 
「北陸地方弥生時代後期の集落について」 

 孝輔 

 弥生時代後期の北陸地方の集落動向を土器圏との

線文甕 

智絵子 

 松山窯跡は石川県加賀市にある幕末から明治初

で多数の器種、釉薬が見られる。

で

い

「古代沼垂郡の考古学的検討」 

 友季子 

 古代越後国の 湿地が

多数形成された特異な環境で、生産性が低いかわ

に

     山三賀Ⅱ遺跡出土 須恵器 

田中 

期にかけて

操業した陶磁器の窯跡で、当学古学研究室によって 1979、80
年に発掘が行われている。この窯跡出土の陶磁器を偏光顕微

鏡観察と画像処理による分析によって定量化し、その特徴を

抽出する事を目的とした。 
 出土陶磁器は日用品が中心

この中から陶器 6点、磁器 5点、素焼 3点、窯道具 2点合計
16 点の資料を選んで分析を行った。分析は試料を薄片化し、
偏光顕微鏡40倍で観察しコンピュータ上で鉱物と空隙と基質
に色分けし、それぞれの素地内に占める割合を求め、また鉱

物については粒子の面積も計測するという方法をとった。 
その結果、陶器の中でも胎土が数種類存在すること、磁器 

 は大型品と小型品に大きな違いがないことなどが分かった。

ろいろな器種、釉薬を使った資料を 1～2点ずつしか分析で
きなかったため細かい傾

向まで探ることはできな

かったが、多彩な松山窯

の出土品を少量ながら定

量化することができ、他

の窯跡出土品との比較研

究の可能性が広がった。 
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関係から 沼垂郡は、大小の河川が流れ、潟湖や

比較、検証することを行った。分析方法として土器研究に基

づき甕の出土比率を元に地域を設定し、総遺跡数、新規立村

数、廃絶村数、遺跡の継続率を比較した。その結果として福

井地域では猫橋期（弥生後期前半）の集落数が多く、弥生文

化の安定的な展開が伺われた。法仏期（弥生後期後半）には

集落数が増加する。ただ地域差が見られ、その原因として土

器圏の変化による集落動向の差の可能性を指摘した。月影期

（弥生終末期）には集落数がピークをむかえる。そしてこの

時期を境に多くの集落が廃絶する。越中では法仏期とされて

いた集落減少の画期は一期遅く月影期であった。また松任地

域では法仏期に廃絶し、宝

達地域はほとんど廃絶しな

い。この要因として宝達地

域では土器圏を変えて政治

的に力を維持した集団が集

落を維持した可能性があり、

松任地域では局地的に自然

環境が変化したことが考え

られる。 
               有段擬凹

りに、無数

の河川を利用し、内水面が非常に発達していたと考えられる。

これまで、郡単位の生産と供給というあり方が成立していた

と論じられ、このような郡単位の状況を「一郡一窯体制」と

呼称した。しかし、笹神・真木山丘陵と、櫛形山脈の二箇所

で、須恵器窯跡と製鉄遺跡、官衙遺跡が集中して所在してお

り、さらにホーロク沢窯跡周辺にも須恵器窯・製鉄遺跡があ

り、これも含めて考えると、沼垂郡においては、郡より小さ

な単位で生産・流通体制が整えられていた可能性が高い。さ

らに、消費地遺跡における、須恵器の流通についても触れ、7
～8 世紀の、須恵器生産遺跡を中心としたいくつかのまとま
りを裏付けられる結果を得ることができた。9世紀に入ると、
在地窯は衰退し、この体制は崩壊していく。短期間で、さら

不完全なものであったようだが、沼垂郡においては、確か

に「一郷一窯体

制」が目指され

たものと思われ

る。 
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